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●地球環境を見守る宇宙の目を見守る技術の開発 

教育学部 
Faculty of Education

理科教育／伊藤信成（准教授） 

地球規模での大規模な環境変化の克服は、早急に

解決すべき人類共通の課題です。広範囲にわたる環境

変化やその社会への影響を把握するためには、地球規

模での長期にわたる観測が不可欠となりますが、地球

上を周回し、地球全体を継続的にモニタできる人工衛

星による観測は、最も有効な観測手段と言えます（図1）。 

ところで、急激な環境変化と言いますが、日々の変化

はそれほど大きくはありません。たとえば最近問題になっ

ている二酸化炭素の増加量は1年あたり数ppmであり、

この変化を検出することは、例えば浴槽一杯の水に新

たに1滴の水が加わったかどうかを判別するようなもので

す。この様なわずかな変化を宇宙から検出するためには、

観測装置が高精度であることはもちろんのこと、観測性

能の維持も重要となります。どの様なものでもそうですが、

使っていれば性能が落ちてきます。これは人工衛星であ

っても同じことです。日常製品と違うのは、性能が落ちて

も気軽に修理に行けないことです。せっかく苦労して打

ち上げた人工衛星がすぐに使えなくなってしまっては困り

ます。いかに性能を維持するかは、地球観測衛星の開

発においても重要な課題となってきています。 

そこで、私たちの研究室では、宇宙航空研究開発機

構と協力し、軌道上での衛星の性能劣化のプロセスに

ついて調べています。最近の研究から、人工衛星では、

さまざまな部品から出てくるガスや太陽紫外線などの影

響により、レンズに“くもり”が生じることが分かってきま

した（図2）。この“くもり”の発生機構が解明されれば、

今まで以上に信頼性のあるデータが取得できるようにな

ると期待されます。 

人類が今後とも継続的に地球に住み続けるには、地

球環境を確実に把握することが不可欠です。そのため

の基礎データの正確性を保証するために、私たちの研

究が貢献できればと考えています。 

　地球規模で進行する環境変化の監視には、人工衛星による広域かつ継続的な観測が不可欠です。 

長期に渡って正確なデータを収集できる様、人工衛星の性能維持のための技術開発に取り組んでいます。 

図1：地球環境衛星「みどり2号」搭載センサでとらえた地表面温度分布 図2：測定装置と測定結果の一例 

●環境を原因とする症状を看る看護のあり方について考える 
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●化学物質過敏症看護外来のシステム構築に関す
る研究 
化学物質過敏症（CS）とは、大量の化学物質に暴露

された後や、長期にわたり低濃度の化学物質暴露を受
けた後に、微量の同種の化学物質に再接触した際に見
られる不快な臨床症状を呈する症候群です。日本での
推定患者数は70万人以上と言われていますが、発症メ
カニズムや病態生理、治療方法が明確になっていない
ため、症状を診断・治療（対処）できる医療施設は限ら
れています。CSは、全身的な身体症状に加えて精神神
経症状を伴うため、一般病院において精神疾患と誤診
されている人もおり、その結果、診断の確定が遅れること
が患者の症状をさらに悪化させています。 
このような状況を看護の力で改善するという発想から、
平成18年、三重大学医学部看護学科内に、我が国で
初めての「化学物質過敏症看護外来（CS看護相談室）」
が設置されました。CSは、反応を起こす化学物質の回避、
適切な食事療法と運動療法、新陳代謝の向上により
症状の改善が可能です。しかし、極微量な化学物質に
よる空気汚染（例えば、他人のシャンプーの残り香など）
によりさまざまな症状が出るCS患者の状態は、家族にさ
えも理解されないことが多く、症状の現れ方が個別性に
富むため、患者同士の相互理解も困難です。したがって、
療養生活には極度の精神的ストレスを伴い、そのような
患者の状況に適切な対応ができるのは、専門的知識を
持つ看護職者であると考えます。 

CS看護相談室は、これまで70名以上の患者あるいは
患者家族・隣人等に繰り返し利用されています。過去
の利用者が看護師に求めた内容を分析してみると、「病
気と治療に関する情報の獲得」（46％）や「日常生活を
安全にするための情報獲得」（22％）、「精神的サポート」
（21％）、「社会的理解促進行動への期待」（11％）と
いう結果になっています。利用者の中には、看護師から
の助言により専門病院を受診できた人もあり、また、教
育支援によって病気や対処行動に関する理解を深める
等、看護職者がCSの予防や早期発見、早期治療（対処）
を促進していることが実証されています。看護職者は、
CSという新しい環境病に対しても、もはや診療のサポー
ト業務を主とするのではなく、専門職としての独自の判
断と看護の診断能力によって、病気の予防と治療に貢
献しています。 
現代人は、利便性や快適性、過度の衛生性を追求す

るために化学物質を乱用し、複雑化する社会システムの
中で多くのストレスを抱えながら生きています。つまり、
CSがいつ誰に発症しても不思議ではない状況が、我々
の日常生活環境です。病気になってからの対症療法に
莫大な医療費を費やすよりも、病気を予防することに力
を注がないと、やがて、個人と国家の体力は疲弊してしま
います。古くから看護職者が提言してきたものは、「人間、
環境、健康、看護」という4つの概念とその関連性であり、
今、看護職者は、現代の環境問題に関する健康障害に
対しても力を発揮しています。 

　医療的・社会的に十分な支援を受けられない状況にある化学物質過敏症患者をサポートしながら、 

環境汚染が引き起こす健康障害に対し、看護職者ができることは何かを探る研究に取り組んでいます。 

図1：看護相談室利用により症状改善がみられた事例‐自覚症状の軽減を示すグラフ 

図2：ＣＳ看護相談室における相談風景 
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